
「平
和
利
用
」熱
く
追
求

原
子
力
の
安
全
に
尽
力

田
島
　
英
三
さ
ん

（
１０
月
１０
日
死
去
、

８５
歳
）

∧
思
え
ば
、
私
の
生
き
て
来

た
時
代
は
、
原
爆
と
原
子
力
の

時
代
で
あ

っ
た
∨
。
三
年
前
に

刊
行
さ
れ
た
自
伝

「
あ
る
原
子

物
理
学
者
の
生
涯
」

（新
人
物

往
来
社
）
を
、
田
島
さ
ん
は
こ

う
結
ん
だ
。

理
化
学
研
究
所
の
仁
科
芳
雄

研
究
室
で
核
開
発
に
関
係
し
た

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
終
戦
直

後
は
広
島

・
長
崎
の
被
爆
地
調

査
、
原
子
力
の
平
和
利
用
時
代

に
入
る
と
、
国
の
原
子
力
委
員
、

原
子
力
安
全
委
員
に
。
立
教
大

学
教
授
と
し
て
も
、
放
射
線
物

理
と
い
う
新
し
い
領
域
を
日
本

に
根
付
か
せ
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
事
欠
か
な
い

人
だ

っ
た
っ

一
九
七
三
年
、
当

時
の
森
山
欽
司
原
子
力
委
員
長

（科
学
技
術
庁
長
官
、
故
人
）

の
強
硬
路
線
に
反
発
し
、
原
子

力
委
員
を
辞
任
。

「
原
子
力
委

員
の
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
因

難
」
と
、
た
た
き
つ
け
る
よ
う

な
辞
表
だ

っ
た
。

日
本
の
原
子
力
開
発
の
あ
る

べ
き
道
は
、
推
進

一
本
や
り
で

は
な
く
、
安
全

。
環
境
に
力
点

を
置
い
た
施
策
を
検
討
す
べ
き

だ
と
い
う
の
が
、

一
貫
し
た
主

張
で
あ

っ
た
。

そ
の
翌
年
に
起
き
た
原
子
力

船

「
む
つ
」
の
放
射
線
漏
れ
に

よ
る
漂
流
事
件
は
、
国
の
原
子

力
行
政
の
独
断
専
行
、
地
元
無

視
の
典
型
と
し
て
忘
れ
ら
れ
な

い
。
漁
民
団
体
の
要
請
で
波
浪

に
も
ま
れ
る

「
む
つ
」
を
船
内

調
査
、
青
森
県
に
帰
港
し
て
も

問
題
な
い
と
の
説
明
が
納
得
を

得
て
、
事
態
は
収
拾
さ
れ
た
。

漁
師
の

「
田
島
先
生
な
ら
信
用

で
き
る
」
と
い
う
言
葉
に
、
胸

が
熱
く
な

っ
た
と
い
う
。

七
八
年
に
発
足
し
た
原
子
力

安
全
委
員
会
の
委
員
に
就
任
し

て
か
ら
の
九
年
間
、
原
発
立
地

の
安
全
確
認
な
ど
原
子
力
開
発

チ

ェ
ッ
ク
の
中
心
的
役
割
を
果

た
し
、
財
団
法
人
原
子
力
安
全

研
究
協
会
理
事
長
に
転
じ
た
。

五
十
年
近
い
付
さ
合
い
と
い

う
＾

轟
副
会
昌
ば

「
時
代
の
求
め
で

し
ょ
う
か
、
国
内
外
で
い
つ
も

引

つ
張
り
出
さ
れ
て
い
た
。
ふ

だ
ん
は
温
厚
で
す
が
、
基
本
が

曲
げ
ら
れ
る
と
な
る
と
譲
ら
な

い
枇
の
強
さ
を
秘
め
て
い
た
方

で
し
た
」
と
惜
し
む
。

冒
頭
の
自
伝
を
自
ら
英
訳
中

だ

っ
た
が
、
一
一十
数
育
を
残
し
、

前
立
腺
が
ん
で
逝

っ
た
。

（
大
西
　
正
夫
）

ァ2´ 殉

(第二 種 郵 便 物 認 可 )

安 全 な 原 子 力 に情 熱 を注

いだ田島 さん (91年 6月 )

1ワ 98年 (平成10年)|○月25日 (日曜日)
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